
2019 年 11 月 28 日 

CASBEE ウェルネスオフィス先行評価認証制度による認証物件の公表について 

一般財団法人 建築環境・省エネルギー機構 

 一般財団法人 建築環境・省エネルギー機構（以下、（一財）IBEC）（東京都千代田区麹町 3-5-1、

理事長 村上周三）は、11 月 28 日付で CASBEE ウェルネスオフィス先行評価認証制度による先行認証

を行いました。今回認証を受けた物件をお知らせします。 

 CASBEE（キャスビー）ウェルネスオフィスとは、国土交通省が公表した「健康性、快適性等に関

する不動産に係る認証制度のあり方についてのとりまとめ」（2018 年 3 月公表）を受け 2019 年度に

（一財）IBEC が策定したもので、建物利用者の健康性、快適性の維持、増進を支援する建物の仕様、

性能、取組みを評価する仕組みです。建物内で執務するワーカーの健康性、快適性に直接的に影響

を与える要素だけでなく、知的生産性の向上に資する利便性や建築物の安全・安心性能の基本性能

に加え、運営管理、基本性能を運用するプログラムについても併せて評価に取り入れて評価を行い

ます。 

先行評価認証物件について 

募集期間 ： 令和元年 5 月 31 日～7月 19 日 

認証物件 ： 10 件（別紙 1 認証物件リスト） 

評価ツール： CASBEE-ウェルネスオフィスについて（別紙 2） 

※第２次募集については、12 月 2 日受付予定。

お問い合わせ先： 

【認証制度について】 

一般財団法人建築環境･省エネルギー機構 建築環境部 部長 八木一彰 

〒102-0083 東京都千代田区麹町 3-5-1 全共連ビル麹町館 

TEL：03-3222-6708 E-mail：casbee-info@ibec.or.jp 



別紙１ 

認証物件リスト 

物件名 所在地 申請者 総合評価 

渋谷ソラスタ 東京都渋谷区 一般社団法人道玄坂１２１ Ｓ 

京急グループ本社 神奈川県横浜市 京浜急行電鉄株式会社 Ｓ 

ＮＴＴファシリティーズ 

イノベーションセンター

（新大橋ビル） 

東京都江東区 株式会社ＮＴＴファシリティーズ Ｓ 

Ｈ１Ｏ日本橋小舟町※ 東京都中央区 野村不動産株式会社 Ａ 

赤坂インターシティＡＩＲ 東京都港区 

赤坂インターシティマネジメント

株式会社 

日鉄興和不動産株式会社 

Ｓ 

ＰＭＯ日本橋茅場町 東京都中央区 
野村不動産マスターファンド 

投資法人 
Ａ 

ヒューリック虎ノ門ビル 東京都港区 ヒューリックリート投資法人 Ａ 

松田平田設計本社ビル 東京都港区 株式会社松田平田設計 Ｓ 

ダイキン工業江坂ビル 大阪府吹田市 ダイキン工業株式会社 Ａ 

Ｇスクエア渋谷道玄坂 東京都渋谷区 MCUBS MidCity 投資法人 Ｂ+ 

受付順 ※は建築予定、その他は既存ビル

＊ 認証物件とその評価の概要は当財団ホームページに掲載しています。 

（URL：http://www.ibec.or.jp/CASBEE/certification/WO_certification.html） 

【参考】総合評価 

CASBEE ウェルネスオフィスの評価結果は、各評価項目の合計点数（100 点満点）で表されます。その点数に応じて以下

のように星印と共にランキングされます。 

S ランク ：★★★★★ 75 点超 

A ランク ：★★★★ 65 点以上 

B＋ランク ：★★★ 50 点以上 

B－ランク ：★★ 40 点以上 

C ランク ：★ 40 点未満 
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CASBEE-ウェルネスオフィスについて 

１．開発の背景

・CASBEE-ウェルネスオフィスは、建築物の健康性、快適性、知的生産性等を評価するもの

で、国土交通省土地・建設産業局が公表した「健康性、快適性等に関する不動産に係る認

証制度のあり方についてのとりまとめ」（2018 年 3 月公表）に準拠した評価・格付システ

ムです。

・建築物の性能を評価・格付けすることはもちろん、不動産分野の投資や企業等の情報開示

にも有効に活用されることを意図して一般財団法人建築環境・省エネルギー機構（以下、

（一財）IBEC）が開発しました。

・従来の建築物性能評価ツールと異なり、ビル管理内容やビル・入居組織が提供する先進的

な取り組み内容についても評価対象としている点が大きな特徴です。

(注) 「CASBEE」（建築環境総合性能評価システム）は、建築物の環境品質（室温制御、耐

震性能等）と環境負荷（省エネルギー、資源消費等）を評価し格付けするツールで、

これまでCASBEE-建築、CASBEE-戸建等のツールが開発されています。 

2．評価認証制度とは

・CASBEE-ウェルネスオフィスを用いて申請者（ビルオーナー等）が建築物を評価した結果

について、第三者（（一財）IBEC）が審査し、その評価結果を認証・公表します。（認証期

間5年間）

・審査は（一財）IBEC が CASBEE-WO 審査部会を設置し実施しました。

・対象とする建築物は、事務所建築物、又は複合用途建築物における事務所用途部分です。

設計段階、運用段階のいずれのものも評価できます。 

・CASBEE-ウェルネスオフィスツール単独での「CASBEE-ウェルネスオフィス認証」と CASBEE-

建築又はCASBEE-不動産の評価を合わせて取得する「CASBEE-スマートウェルネスオフィス

認証」の2通りの認証タイプがあります。 

・評価結果については、総合評価と 60項目のレベルで示され、（一財）IBEC のホームページ

で公開されるとともに、ビルオーナー等の情報開示時に活用することが可能です。

別紙２ 
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３．評価の方法

・建築物の基本性能として「Qw1健康性・快適性」「Qw2利便性」「Qw3安全・安心」を評価す

るのに加え、ビル管理者等の取組みである「Qw4運営管理」と「Qw5 プログラム」について

も評価する。（図１）

・評価項目数は Qw1～ Qw5 の全部で 60項目。

図1 CASBEE-ウェルネスオフィスの評価体系表 

・各評価項目は採点基準に基づきレベル１からレベル５の５段階で評価され、総合得点とし

て 100点満点で採点されます。総合得点によるランクは（表 1）の通りです。

表1 CASBEE-ウェルネスオフィスのランク基準 
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４．評価項目一覧（60 項目） 

(注 1) 対象物件が新築設計段階か運用段階か、テナントを対象とするか否かで評価対象にならない項目がある。 

 (注 2) 各項目の採点基準は、CASBEE-ウェルネスオフィスのマニュアルで公開されている。 


